
▲牛田憲三さん（右）と息子の
正窓さん
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の
諺
Ｆ
Ｆ
ｍ
宛
く

☆
米
寿
記
念
に

牛
田
憲
三
文
人
書
展

加
／
妬
（
木
）
ｌ
別
（
月
）
ま
で

美
術
舗
・
播
新
の
２
Ｆ
、
〃
ギ

ャ
ラ
リ
ー
。
は
り
し
ん
″
に
て

牛
田
憲
三
さ
ん
（
髄
）
の
初
個
展

が
開
か
れ
ま
し
た
。
友
人
に
誘

わ
れ
絵
筆
を
握
っ
た
の
が
帥
才

の
と
き
。
以
前
婦
人
洋
装
店
を

経
営
し
、
デ
ザ
イ
ン
画
を
描
い

て
い
た
の
も
あ
り
、
め
き
め
き

上
達
。
会
場
に
は
約
妬
年
に
渡

っ
て
描
か
れ
た
も
の
か
ら
力
作

約
加
点
が
展
示
さ
れ
、
花
鳥
風

月
を
あ
し
ら
っ
た
、
や
さ
し
い

南
画
を
見
に
多
く
の
人
が
詰
め

掛
け
て
い
ま
し
た
。

の
○
○
口
⑰

☆
個
性
的
な
商
品
を
豊
富
に

品
ぞ
ろ
え

セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
西
館
２
Ｆ

に
あ
る
淡
州
堂
に
は
、
多
種
多

様
の
陶
器
が
勢
揃
い
。
立
坑
焼

清
水
焼
、
有
田
焼
、
美
濃
焼
や

陶
芸
作
家
の
作
品
な
ど
の
新
し

い
商
品
が
次
々
に
店
頭
に
並
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。
「
あ
り
ふ
れ

た
も
の
で
な
く
、
個
性
的
な
商

品
を
そ
ろ
え
、
お
客
様
の
ニ
ー

ズ
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
に
し

た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
る
店
長
の

藤
原
さ
ん
。
自
分
だ
け
の
お
気

に
入
り
を
み
つ
け
る
の
も
よ

し
、
贈
り
物
に
も
き
っ
と
喜
ば

れ
る
は
ず
で
す
。

▲インテリアも美しいウッディ
調の店内。

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＱＥ

神戸百店会だより

▲店内に所狭しと並べられた商
品はまさに芸術作品。

１ ○
℃
、
ｚ

前
回
に
引
き
続
い
て
、
ハ
ー
ー

バ
ー
ラ
ン
ド
に
新
し
く
オ
ー
プ
ー

ン
し
た
３
店
を
ご
紹
介
し
ま
一

す
。☆

森
真
珠
オ
ー
ガ
ス
タ
プ
ラ
ー

ザ
店
（
３
Ｆ
）

港
街
神
戸
か
ら
波
（
ウ
ェ
ー
ー

ブ
）
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
明
る
い
一

店
内
に
は
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
リ
ー

ン
グ
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
一

バ
ー
ル
ア
ク
セ
サ
リ
ー
が
並
ん
一

で
い
ま
す
。
森
真
珠
の
オ
リ
ジ
ー

ナ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
プ
ラ
ン
ド
ー

の
グ
ン
ュ
キ
ト
リ
マ
ル
、
ロ
イ
ー

ヤ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
ラ
ル
ム

ゴ
ー
ル
ド
や
ス
イ
ス
天
然
サ
フ

ァ
イ
ア
を
使
用
し
た
〃
セ
ン
チ
・

ユ
リ
ー
″
の
時
計
な
ど
種
類
も

豊
富
。
安
い
も
の
は
一
万
円
前
一

後
か
ら
冠
婚
葬
祭
用
の
パ
ー
ル

の
２
１
３
点
セ
ッ
ト
も
半
額

と
、
と
て
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
﹇

▲気軽に立ちよれるカジュアル
な店。

エ
レ
ガ
ン
ス
を
基
調
に
品
揃
え

し
て
い
ま
す
。
色
は
パ
ス
テ
ル

調
で
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
ワ
ン
ピ

ー
ス
、
ブ
ラ
ウ
ス
、
ス
カ
ー
ト

パ
ン
ッ
な
ど
の
単
品
を
異
素
材

で
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
。
普
段
着
だ

け
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
お
よ
ば

れ
に
も
行
け
る
お
し
ゃ
れ
な
服

を
集
め
て
い
ま
す
。
ス
カ
ー
フ

や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
バ
ッ
グ
、

靴
も
あ
る
の
で
、
ト
ー
タ
ル
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ー
デ
イ
ネ
Ｉ

ト
が
可
能
。
そ
の
ほ
か
に
は
、

銀
製
品
や
陶
器
の
小
物
ま
で
…

さ
ま
ざ
ま
に
楽
し
め
る
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
を
提
案
し
て
く
れ
る
お

店
で
す
。

恋
伽
ｌ
剛
１
６
０
３
７

☆
ボ
ー
カ
ル
ス
タ
ジ
オ
ハ
ー

バ
ー
ラ
ン
ド
店

神
戸
ベ
ル
グ
ル
ー
プ
か
ら
カ

ラ
オ
ケ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
「
ボ
ー

カ
ル
ス
タ
ジ
オ
」
５
号
店
が
モ

ザ
イ
ク
の
３
Ｆ
に
オ
ー
プ
ン
。

南
国
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
店
内

で
、
略
室
の
個
室
は
そ
れ
ぞ
れ

違
っ
た
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
な
さ

れ
、
楽
し
い
気
分
を
も
り
上
げ

て
く
れ
ま
す
。
女
性
２
１
３
人

で
も
安
心
し
て
入
れ
る
お
店
。

恋
肥
ｌ
知
１
０
７
８
１

価
格
で
お
求
め
に
な
れ
ま
す
。
一

容
叩
ｌ
知
１
６
０
５
０

☆
ベ
ニ
ヤ
ウ
イ
ン
グ
ハ
ー
ー

バ
ー
ラ
ン
ド
店

森
真
珠
と
同
じ
く
、
オ
ー
ガ

ス
タ
プ
ラ
ザ
の
３
Ｆ
に
お
目
見
一

え
し
た
〃
ベ
ニ
ヤ
ウ
イ
ン
グ
〃
。
一

別
代
か
ら
訓
代
の
ス
ポ
ー
テ
ィ
ー
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、
う
バ
ロ
ン
氏
。
絵
は
以
前
の

仕
事
を
反
映
す
る
よ
う
に

女
性
が
モ
チ
ー
フ
。
そ
の

表
情
と
微
妙
だ
け
れ
ど
も

厚
み
と
温
か
さ
の
あ
る
色

使
い
が
印
象
的
で
す
。

唖
年
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
美
術
館
展
で
最
優
秀
賞

受
賞
画
家
。

詞
国
大
阪
で
は
Ⅲ
／
腸
（
日
）
Ｉ
副

厩
鯉
舞
扇
罰
Ｋ
渋
渋

▲
デ
ア
北
野
４
Ｆ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
街
、

ｌ
知
１
５
５
５
５
ま
で
。

川合俊一

１
１３３
１

P E O P L E ＜1 0 6 ＞

１
部
哩
時
、
Ｉ

２
部
面
時
ｌ

料
金
／
￥
１
２
〃
０
０
０

（
料
理
、
飲
物
、
税
、

サ
共
）

２
Ｆ
▼
紫
陽
花
の
間

ク
リ
ス
マ
ス
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー

は
哩
月
即
日
布
施
明
さ
ん
で
す
。

（
￥
３
０
，
０
０
０
）

回
ご
予
約
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宴

会
予
約
係
ま
で

茸
噸
Ｉ
剰
１
８
１
１
１
㈹

●
田
崎
真
珠
ク
ラ
シ
ッ
ク
オ
ブ

ク
ラ
シ
ッ
ク

指
揮
／
ロ
リ
ン
・
マ
ゼ
ー
ル

隙

三
，
三
一
切

★
ゴ
ー
フ
ル
ア
ル
デ
ア
北
野
に

ア
イ
バ
ン
。
バ
ロ
ン
氏
来
る

去
る
ｍ
／
狸
Ｉ
岨
に
、
ゴ
ー
フ
ル
ァ

ル
デ
ア
北
野
に
て
「
ア
イ
バ
ン
・
バ
ロ
ン

来
日
記
念
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

バ
ロ
ン
氏
は
ヘ
ア
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー

チ
ス
ト
と
し
て
活
躍
中
、
坐
歳
の
時
に

事
故
で
失
明
寸
前
に
。
そ
れ
以
来
、
僅

か
な
視
力
を
も
と
に
独
学
で
絵
を
書
き

続
け
て
い
ま
す
。
視
野
が
狭
く
な
っ
た

分
、
美
し
さ
を
鋭
く
感
じ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
バ
ロ
ン
氏
。
絵
は
以
前
の

〃
卜

L 騨弼罰＝蛙…基△ｷ

ー鋼 ｼ 麓織

▲アイバン・バロン氏

⑳気さくに楽しくイタリア料理を
長谷川隆俊さん〈課涛響痴雑食＞
北野町にあるベルゲンで７年間経験を
積み、その姉妹店タベルナデルルポに
移り５年目の長谷川さん。「堅苦しくな
いサービスで、イタリア本土の陽気さそ
のままに、気軽に楽しく食べてもらいた
い｣ との言葉どうりにお店は毎日大盛況。
年中無休のホテルで忙しいながらも、し
っかりした味づくりには余念がありませ
ん。

日
時
／
ｎ
月
羽
日
傘
①

１
部
幻
時
半
Ｉ

２
部
釦
時
ｌ

料
金
／
￥
２
５
，
０
０
０

（
デ
ィ
ナ
ー
、
ド
リ

ン
ク
、
税
、
サ
共
）

２
Ｆ
▼
紫
陽
花
の
間

☆
川
合
俊
一
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

日
時
／
ｎ
月
即
日
（
金
）

⑥
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
か
ら
の

お
知
ら
せ

☆
藤
田
ま
こ
と
麻
丘
め
ぐ
み

ジ
ョ
イ
ン
ト
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー

『
○
℃
一
○
ｍ

、
神
戸
の
靴
屋
「
ペ
ル
ル
」

９
月
溺
日
（
土
）
、
三
宮
本
通
り

に
オ
ー
プ
ン
し
た
ペ
ル
ル
。
「
靴

の
わ
が
ま
ま
に
お
応
え
で
き
ま

す
」
が
譜
い
文
句
。
と
い
う
の
は

イ
ー
ジ
ー
オ
ー
ダ
ー
シ
ス
テ
ム

で
、
素
材
・
色
、
形
を
自
由
に
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か

ら
。
そ
の
上
自
社
工
場
直
販
シ
ス

テ
ム
な
の
で
、
良
質
の
靴
が
う
れ

し
い
プ
ラ
イ
ス
で
求
め
ら
れ
ま

す
。
デ
ザ
イ
ン
、
サ
イ
ズ
（
虹
ｌ

妬
恕
と
も
豊
富
。
あ
な
た
だ
け

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ュ
ー
ズ
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？
お
し
ゃ
れ
な
イ

ン
ポ
ー
ト
シ
ュ
ー
ズ
も
お
い
て
い

ま
す
。
衝
、
１
浬
１
１
６
６
２

淡
奏
／
バ
イ
エ
ル
ン
放
送
交
聯

楽
団

日
時
／
平
成
５
年
３
月
訓
日

（
火
）
四
時
開
演

会
場
／
神
戸
国
際
会
館
大
ホ

ー
レノ

料
金
／
Ｓ
席
￥
２
０
，
０
０
０

Ａ
席
￥
１
６
，
０
０
０

Ｂ
席
￥
１
２
，
０
０
０

Ｃ
席
￥
８
，
０
０
０

演
奏
曲
目
／
Ｒ
・
ワ
グ
ナ
ー

「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」

第
一
幕
へ
の
前
奏
曲

シ
ベ
リ
ウ
ス

交
響
曲
第
５
番

ブ
ラ
ー
ム
ス

交
響
曲
第
２
番

■
お
問
い
合
わ
せ

神
戸
国
際
会
館

茸
、
ｌ
湖
１
８
１
７
１
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な
ど
を
催
し
て
、
元
気
ハ
ッ
ラ

ッ
の
お
店
。

回
中
央
区
中
山
手
通
１
１
４
‐
圃
束
門

会
館
６
Ｆ
宮
叩
ｌ
麺
１
５
７
５
９
無
休

☆
老
舗
の
料
亭
鈴
江
２
号
店

本
格
的
な
懐
石
料
理
を
手
頃

な
値
段
で
食
べ
た
い
。
そ
ん
な

思
い
を
満
た
し
て
く
れ
る
の

が
、
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
内

阪
急
百
貨
店
６
階
の
料
亭
鈴

江
。
旬
の
素
材
を
用
い
、
季
節

を
織
り
込
ん
だ
そ
の
料
理
は
、

目
と
舌
に
お
い
し
い
。

お
昼
の
お
勧
め
は
、
雛
段
弁

当
の
御
所
御
膳
が
３
千
円
。
ま

た
午
後
４
時
か
ら
の
夜
の
部
で

は
、
本
格
的
懐
石
膳
が
３
千
円

か
ら
楽
し
め
る
。

ま
た
姉
妹
店
の
季
節
す
し
処

花
鈴
（
か
り
ん
）
で
は
、
料
亭

マ
の
フ
ァ
ン
も
多
く
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
の
ロ
ニ
ー
君
の
日
本
語

も
板
に
付
い
て
来
て
、
マ
マ
の

関
東
弁
と
絶
妙
の
会
話
が
ま
た

楽
し
い
。
加
藤
マ
マ
は
、
神
戸

ま
つ
り
で
も
神
戸
っ
子
チ
ー
ム

で
サ
ン
バ
を
踊
っ
た
り
、
２
ケ

月
に
一
度
は
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

☆
陣
営
開
店
３
周
年

東
門
街
入
口
近
く
の
ス
ナ
ッ

ク
・
ス
テ
ィ
ル
が
３
周
年
を
迎

え
、
加
月
５
１
９
日
の
記
念
サ

ー
ビ
ス
で
連
日
大
賑
い
。
ま
ん

が
家
高
橋
孟
先
生
が
来
店
者
全

員
の
似
顔
絵
を
描
い
て
、
「
ワ
ー

似
て
る
ノ
．
」
と
お
客
さ
ん
も
大

喜
び
。
抽
選
で
ボ
ト
ル
が
無
料

キ
ー
プ
出
来
る
と
あ
っ
て
、
当

選
す
る
ま
で
通
っ
た
人
も
・
・
・
。

若
く
、
活
き
の
い
い
加
藤
マ

134

び
っ

■

加藤ママ( 奥左）大忙しの高橋生先

ご家庭にお届けします１ﾅﾁｭﾗﾙﾐﾈﾗﾙｳｫｰﾀｰ“丹波の水”(天然ｱﾙｶﾘ鉱泉水）
・丹波の水（１ケース・１１－１５本） 3 0 0 0 円
o C h a - C h a 「コーヒー、お茶専用」（１ケース・１２－１５本）4 5 0 0 円
・丹波の水タンク 2 0 2 入 1 8 0 O 円

く消費税込み＞
●サンプル等ご希望がございましたら、ご一報下さいませ
■お申し込み先・お問い合わせ先㈲ゼネラル・フル・サービス

〒6 5 0 中央区花隈町３－１２アール。エッチ・アイ㈱内
T E L O 7 8 - 3 7 1 - 6 8 0 8 F A X O 7 8 - 3 7 1 - 4 3 6 8

カレー屋らしくないカレー屋

こ
う
し
て
出
来
上
っ
た
カ
リ

ー
の
味
は
家
庭
で
は
出
せ
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
お
店
で
ま
た
は
お

持
ち
帰
り
で
、
一
度
御
賞
味

を
。３

時
ま
で
の
お
昼
は
、
ピ
ー

フ
カ
リ
ー
セ
ッ
ト
や
海
老
と
野

菜
カ
リ
ー
セ
ッ
ト
が
伽
円
、
お

持
ち
帰
り
は
１
パ
ッ
ク
２
人
前

落ち着いた店構えの鈴江

の
出
す
変
わ
り
寿
し
が
季
節
の

青
物
と
と
も
に
食
せ
る
。
ｎ
月

は
「
山
の
幸
き
の
こ
の
に
ぎ
り
」

を
。
時
期
に
よ
っ
て
内
容
の
か

わ
る
に
ぎ
り
は
２
千
円
か
ら
。

回
中
央
区
東
川
崎
町
１
丁
目
７
ｌ
２
阪

急
百
貨
店
６
階
Ⅲ
時
’
四
時
木
咽
定
休

官
叩
ｌ
卿
１
７
６
２
４
（
鈴
江
）

官
叩
ｌ
知
１
７
６
３
１
（
花
鈴
）

☆
カ
リ
ー
元
年
の
主
張

一
、
「
伝
承
文
化
」
和
牛
や

地
鶏
の
骨
か
ら
と
っ
た
ブ
イ
ヨ

ン
で
伝
承
ソ
ー
ス
の
旨
み
と
コ

ク
を
だ
し
、

一
、
「
自
然
尊
重
」
素
材
に

こ
だ
わ
り
合
成
保
存
料
や
着
色

料
は
一
切
使
用
せ
ず
、

一
、
「
医
食
同
源
」
仕
上
げ

に
記
種
類
の
ス
パ
イ
ス
は
つ
ま

り
、
漢
方
薬
と
同
じ
も
の
。
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場
所
は
一
目
瞭
然
、
人
だ

か
り
の
行
列
が
で
き
て
い
れ

ば
そ
こ
が
あ
ん
ば
ん
や
。
つ

ぷ
あ
ん
、
こ
し
あ
ん
と
い
っ

た
定
番
は
も
ち
ろ
ん
、
か
ぼ

ち
ゃ
や
よ
も
ぎ
あ
ん
、
牛
乳

パ
ン
、
ピ
ロ
シ
キ
類
も
勢
揃

い
。
美
味
し
い
も
の
を
少
し

ず
つ
食
べ
た
い
オ
ン
ナ
ゴ
コ

ロ
を
つ
い
て
、
小
さ
め
に
で

き
て
い
る
の
が
心
憎
い
。
か

わ
い
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
で

手
土
産
に
も
最
適
で
す
。

お
隣
り
の
麺
麦
羅
座
は
ゆ

っ
た
り
ス
ペ
ー
ス
の
テ
ィ
ー

１
３５
１

な
。
酒
づ
く
り
肴
づ
く
り
と
腕

・
器
の
好
み
も
バ
ッ
グ
ン
。
ミ

ッ
ク
ス
ド
リ
ン
ク
Ⅷ
円
。
ワ
イ

ン
有
。
ビ
ー
ル
伽
円
。
ス
コ
ッ

チ
卿
円
。

国
中
央
区
山
本
通
２
の
３
の
蛇
パ
レ
ー

ド
北
野
Ｂ
１
Ｆ
旧
時
１
１
時
日
晒
休

茸
叩
Ｉ
畑
１
８
９
９
９

☆
こ
の
秋
大
人
の
時
間
が

始
ま
り
ま
す

こ
の
夏
オ
ー
プ
ン
し
た
広
東

料
理
の
Ｔ
Ｅ
Ｉ
・
Ｔ
Ｅ
六
甲
マ

リ
ン
パ
ー
ク
店
が
、
シ
ー
サ
イ

ド
の
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
を
ゆ
っ
く

り
過
ご
し
て
頂
こ
う
と
、
バ
ー

ス
ペ
ー
ス
を
誕
生
さ
せ
た
。

（
Ｐ
Ｍ
８
１
岨
）
夜
８
時
に
な

る
と
店
内
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
Ｊ
Ａ
Ｚ

Ｚ
に
変
わ
り
、
各
テ
ー
ブ
ル
に

は
キ
ャ
ン
ド
ル
が
灯
る
。
や
が

て
照
明
も
ト
ー
ン
を
落
と
し
、

店
内
は
夜
の
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ

て
い
く
。
多
彩
な
カ
ク
テ
ル
を

は
じ
め
、
ス
コ
ッ
チ
、
バ
ー
ボ

ン
な
ど
、
従
来
の
バ
ー
に
引
け

を
と
ら
な
い
メ
ニ
ュ
Ｉ
を
揃
え

て
い
る
。
ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル

抜
き
で
同
じ
お
い
し
さ
が
楽
し

め
る
バ
ー
ジ
ン
カ
ク
テ
ル
が
揃

っ
て
お
り
、
お
酒
が
弱
い
人

や
、
車
の
人
で
も
安
心
だ
。

夜
の
シ
ー
サ
イ
ド
で
大
人
の

時
間
を
す
ご
し
て
み
て
は
。

国
東
灘
区
向
洋
町
９
１
５

衝
８
５
７
．
０
０
７
７

Ｍ
聖
釦
ｌ
馴
酌
、
無
休

１
千
円
か
ら
。
ｎ
月
か
ら
鴨
肉

と
ネ
ギ
の
カ
リ
ー
も
登
場
。

図
中
央
区
明
石
町
加
番
地
旧
居
留
地
調

番
館
宮
０
７
８
１
類
１
４
０
３
２

柵
時
’
四
時
毎
週
水
畷
臼
定
休

☆
ル
・
シ
ャ
ボ
ォ
テ
で
秋
の
宴

実
際
に
飲
ん
で
味
わ
い
楽
し

む
、
そ
れ
が
ワ
イ
ン
だ
。

香
豊
か
で
爽
な
ボ
ジ
ョ
レ
ー

・
ヌ
ー
ボ
ー
に
合
わ
せ
た
料
理

が
、
解
禁
日
（
ｎ
月
四
日
）
か

ら
楽
し
め
る
。
題
し
て
「
ボ
ジ

ョ
レ
ー
・
ヌ
ー
ポ
ー
と
リ
ヨ
ン

の
晩
秋
」
。
チ
ー
ズ
入
り
シ
ュ

ー
か
ら
始
ま
り
エ
ス
カ
ル
ゴ
、

玉
ね
ぎ
の
タ
ル
ト
、
７
種
の
野

菜
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ
、
そ
し
て
メ

イ
ン
は
川
か
ま
す
の
ク
ネ
ル
、

リ
ヨ
ン
風
ビ
ー
フ
の
ミ
ロ
ト

ン
、
仔
羊
の
バ
ー
ジ
ル
風
味
、

裕一氏さん

☆
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

デ
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト

デ
ュ
オ
こ
う
べ
浜
の
手
の

あ
ん
ば
ん
や

ぱ
ん
ら
ざ

麺
麦
羅
座

ル
ー
ム
。
ソ
フ
ア
ー
シ
ー
ト

に
座
り
、
伊
万
里
焼
の
カ
ッ

プ
で
楽
し
む
瑚
誹
は
ま
た
格

別
。
中
村
店
長
の
お
勧
め

は
、
黒
細
金
彩
の
角
皿
に
盛

り
つ
け
ら
れ
た
和
風
デ
ザ
ー

ト
の
「
一
体
さ
ん
」
「
か
ぐ

や
姫
」
。
プ
リ
ン
の
ク
レ
ー

プ
包
み
に
ア
イ
ス
と
果
物
を

添
え
て
剛
円
。
そ
の
他
の
メ

ニ
ュ
ー
も
豪
華
な
器
が
ご
自

慢
で
す
。

回
中
央
区
東
川
崎
町
１
丁
目
２
１
３

宮
、
‐
卿
１
４
６
０
７
，
’
８

加
時
１
劃
時
（
あ
ん
ば
ん
や
は
売
切

次
第
終
了
）
第
３
水
曜
休

牛
ロ
ー
ス
。
ス
テ
ー
キ
の
中
か

ら
ひ
と
つ
、
自
慢
の
デ
ザ
ー
ト

に
コ
ー
ヒ
ー
か
テ
イ
、
こ
れ
に

オ
ー
ジ
ュ
ー
社
の
新
酒
唖
祁
が

つ
い
て
５
千
円
（
税
別
）
。

優
雅
な
時
を
過
ご
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
す
る
。

国
中
央
区
中
山
手
通
２
１
砲
１
８
エ
ー
ル

山
手
２
階
宮
鞭
１
５
３
２
４
伽
時
半

Ｉ
焔
時
而
時
半
１
配
時
半
水
曜
昼
休

☆
北
野
町
の
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム

北
野
異
人
館
通
り
の
異
人
館

倶
楽
部
Ｉ
を
印
ｍ
程
下
っ
た
東

§

長靴をはいた猫と広幸

霧；

埜村

角
に
あ
る
パ
レ
ー
ド
北
野
の
地

パ
ン
プ
Ｉ

下
に
学
の
る
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
は
静

か
な
落
ち
着
い
た
大
人
の
雰
囲

気
の
Ｂ
Ａ
Ｒ
。
孟
宗
竹
と
天
井

の
白
い
帆
布
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

が
優
し
い
イ
ン
テ
リ
ア
は
高
橋

真
治
さ
ん
。
ク
ラ
ピ
ノ
ー
バ
と

ベ
ー
ス
の
楽
器
ヴ
ァ
ン
ホ
ー
テ

ン
さ
ん
の
モ
ノ
ク
ロ
の
絵
、
流

れ
る
モ
ダ
ン
ジ
ャ
ズ
が
マ
ス
タ

ー
の
趣
味
の
良
さ
を
感
じ
さ
せ

る
。
埜
村
裕
一
さ
ん
は
ヒ
ゲ
を

た
く
わ
え
、
ト
ニ
ー
ノ
．
と
呼
ば

れ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
そ
う

!《鱗 ！
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す
が
国
際
都
市
神
戸
ら
し
く
国

籍
宗
教
を
問
わ
な
い
で
参
加
出

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

上右より左へ鮭坂、印部、高村、小林の各氏
下右より左へ佐伯、本庄、宮重、和田の各氏

一= q 己幽一

来
る
の
は
僧
し
い
か
ぎ
り
だ
。

１１１

質
の
催
事
で
は
あ
る
の
だ
が
さ

■
日
時

１
１３６
１

☆
寵
生
日
あ
り
が
と
う
運
動鵬

二
十
五
周
年
記
念
誌
大
反
響

誕
生
日
あ
り
が
と
う
迎
動
の
二
十
五

間
年
記
念
誌
の
『
誕
生
日
を
福
祉
の
日

に
』
は
、
七
月
末
に
発
刊
し
ま
し
た
。

「
福
祉
の
心
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
二
十
五
年
の
歩
み
は
、
み
な
さ
ま
の

心
に
脈
え
る
も
の
が
あ
る
よ
う
で
す
。

多
く
の
方
々
か
ら
、
続
後
感
想
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部
を
ご
披
露

し
ま
す
。

◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
動
に
つ
い
て
の
フ

ィ
ロ
ソ
フ
ィ
を
持
ち
つ
つ
、
一
筋
の
通

を
歩
み
続
け
て
こ
ら
れ
た
意
思
と
努
力

と
葺
く
の
人
々
の
協
力
に
、
心
か
ら
敬

意
を
表
し
ま
す
。
（
神
奈
川
県
横
須
賀

市
社
会
描
祉
団
書
体
会
長
）

◇
二
十
五
周
年
記
念
誌
は
、
説
み
地
む

に
つ
れ
休
中
に
熱
い
も
の
が
流
れ
る
よ

う
で
、
自
分
自
身
を
助
気
づ
け
て
く
れ

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
二
十
五
周
年
記
念
誌

を
持
っ
て
、
こ
れ
ま
で
支
え
く
だ
さ
っ

た
方
々
を
訪
問
し
た
い
と
労
え
て
い
ま

す
。
（
今
治
市
本
運
動
友
の
会
代
我

主
掘
）

◇
記
念
誌
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
み

な
さ
ま
の
行
動
力
に
大
い
に
刺
激
を
受

け
ま
す
。
わ
た
し
も
、
さ
さ
や
か
な
が

ら
一
年
前
よ
り
お
寺
に
文
庫
を
開
き
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
（
島
根
蝋
浜
側
市

木
巡
動
地
域
社
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

◇
緬
築
に
た
ず
さ
わ
れ
た
み
な
さ
ん
の

ご
苦
労
が
凝
縮
さ
れ
た
内
容
の
あ
る
木

で
す
。
わ
た
し
も
、
と
て
も
鰹
し
い
気

持
ち
で
手
に
い
た
し
ま
し
た
。
（
豊
岡

市
本
遮
動
友
の
会
代
表
主
婦
）

淫
生
日
あ
り
が
と
う
連
動
本
部

醐
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
’
一
’
六

神
戸
国
際
会
館
内
郵
便
局
の
隣

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
○
七
八
‐
‐
二
三
一

’
二
二
四
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篭

▼
ひ
と
り
も
ん
の
独
身
男
女
の

で
あ
い

た
め
に
出
愛
の
チ
ャ
ン
ス
ノ
．

お
見
合
い
す
る
に
は
ち
ょ
っ

と
抵
抗
が
あ
員
か
と
い
っ
て

と
き
め
く
出
会
い
は
な
い
し
…

と
い
う
あ
な
た
に
耳
寄
り
な
お

知
ら
せ
。
来
た
る
哩
月
５
日

（
土
）
、
結
婚
相
談
所
神
戸
１
－

で
め
い

ニ
オ
ン
が
主
催
す
る
〃
出
愛
ク

リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
〃
が
そ

れ
。
一
流
ホ
テ
ル
で
の
豪
華
な

食
事
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
楽
し
い

ゲ
ー
ム
の
数
々
は
、
シ
ャ
イ
な

あ
な
た
に
も
き
っ
と
幸
運
を
も

た
ら
す
は
ず
。
是
非
お
友
達
と

ご
参
加
を
／
，

日
時
吃
月
５
日
（
土
）
打
時
Ｉ
刈
時

場
所
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
本
館
２

Ｆ
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
ル
ｉ
ム

対
象
加
代
Ｉ
釦
代
の
未
婚
男
女
帥
名

■
お
問
い
合
わ
せ

神
戸
ユ
ー
ニ
オ
ン
宮
、
ｌ
醗
一
０
３
７
３

1 口１１出盟品Ｆｑ顎

:鋳鴬

こ
、
「
チ
ー
ズ
フ
ォ
ン
デ
ュ
を

あ
な
た
に
」
が
用
意
さ
れ
皆
さ

ん
の
ご
来
場
を
待
っ
て
い
る
。

■
お
問
い
合
わ
せ

〒
６
５
７
‐
０
１
神
戸
市
灘
区
六
甲
山

町
中
一
里
山
１
神
戸
市
立
六
甲
山
牧
場
衝

（
０
７
８
）
８
９
１
１
０
２
８
０

キッチンパニック

; 鏡蝿蝉蝿騨f 喝蕊織鎧鶏鍵f 騨識

神戸チーズ館

蕊
１
１３７
１

▼
第
９
回
神
戸
ク
ィ
ー
ン
ズ
オ

ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
開
催

去
る
加
月
岨
、
即
日
、
灘
区

グ
ラ
ン
ド
六
甲
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
に
て
催
さ
れ
た
こ
の
大

会
も
、
今
年
で
９
回
目
。
優
勝

賞
金
が
剛
万
円
と
い
う
ピ
ッ
グ

イ
ベ
ン
ト
だ
け
に
、
参
加
者
も

卯
名
を
越
え
、
決
勝
の
行
わ
れ

た
即
日
に
は
多
く
の
観
客
が
つ

め
か
け
て
会
場
は
熱
気
ム
ン
ム

ン
。
ス
ト
ラ
イ
ク
が
出
る
た
び

に
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
、
お
し

い
一
投
に
は
「
あ
－
つ
」
の

声
。
各
選
手
も
高
い
技
量
を
存

分
に
発
揮
で
き
た
よ
う
だ
。

優
勝
決
定
戦
は
金
田
恵
子
プ

ロ
と
井
筒
由
紀
プ
ロ
の
対
決
。

３
Ｇ
の
ダ
ブ
ル
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
ボ
ー
ナ
ス
ポ
イ
ン
ト
方
式

に
て
順
位
を
決
定
、
金
田
プ
ロ

が
優
勝
を
勝
ち
と
っ
た
。
ち
な

み
に
３
Ｇ
づ
つ
の
ト
ー
タ
ル
ス

コ
ア
は
金
田
プ
ロ
師
、
井
筒
プ

ロ
剛
で
あ
っ
た
。

優勝した金田プロ

国
製
作
日
本
経
済
新
聞
社

■
サ
イ
ズ
縦
型
・
５
ｍ
×
横

８
．
５
ｍ
×
厚
さ
１
皿
皿
Ｙ

Ｉ
ジ
建
て

▼
１
９
９
３
日
経
レ
デ
ィ
ー
ス

ダ
イ
ア
リ
ー
「
Ｃ
ａ
Ｓ
Ｓ
ｉ
ａ

（
カ
シ
ア
）
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
ノ
．

ラ
テ
ン
語
で
〃
よ
い
香
り
″

と
い
う
意
味
の
レ
デ
イ
ー
ス
ダ

イ
ア
リ
ー
「
Ｃ
ａ
Ｓ
Ｓ
ｉ
ａ
」
。

毎
回
細
入
以
上
に
よ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に
機
能

性
、
デ
ザ
イ
ン
、
情
報
を
刷

新
。
加
代
を
中
心
と
し
た
京
阪

”
評
在
住
の
働
く
女
性
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
編
集
さ
れ
て
あ
る
。

カ
バ
ー
カ
ラ
ー
は
ベ
ー
ジ

ュ
、
茶
、
煉
瓦
色
の
三
種
類
。

月
間
お
よ
び
週
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
ア
ド
レ
ス
、
バ
イ
オ
リ
ズ

ム
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
ほ
か
、
別

冊
の
情
報
ブ
ッ
ク
に
は
百
貨

店
、
ホ
テ
ル
、
映
画
館
な
ど
の

番
号
案
内
リ
ス
ト
ｅ
ｔ
ｃ
と
様

々
な
情
報
を
満
載
し
、
魅
力
溢

れ
る
構
成
だ
。

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
マ
シ
ン

に
乗
っ
て
海
底
探
険
す
る
「
テ

ラ
ピ
ス
」
。
お
も
ち
ゃ
の
ロ
ケ

ッ
ト
に
乗
り
込
み
、
不
思
議
な

ア
ニ
メ
の
世
界
を
体
験
で
き
る

「
キ
ッ
チ
ン
パ
ニ
ッ
ク
」
。
ゲ

ス
ト
自
ら
進
路
選
択
、
魔
宮
を

脱
出
す
る
ホ
ラ
ー
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
「
ダ
イ
モ
ン
の
秘
境
」
。

八
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
Ｖ

本
誌
で
は
別
名
の
働
く
女
性

に
こ
の
レ
デ
ィ
ー
ス
ダ
イ
ア
リ

ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
住

所
、
氏
名
、
ご
職
業
を
ハ
ガ
キ

に
明
記
し
て
本
誌
ポ
ケ
ッ
ト
ジ

ャ
ー
ナ
ル
〃
カ
シ
ア
〃
係
迄
御

応
募
下
さ
い
。

ア
オ
イ
ア

▼
Ａ
Ｏ
Ｉ
Ａ
ダ
イ
ナ
ヴ
ォ
ッ
ク

ス
今
夏
オ
ー
プ
ン
し
た
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
パ
ー
ク
〃
Ａ
Ｏ
Ｉ

Ａ
ダ
イ
ナ
ヴ
オ
ッ
ク
ス
″
は
、

映
像
。
音
響
・
照
明
・
演
出
に

先
端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し

た
、
一
年
中
楽
し
め
る
体
感
屋

内
型
遊
園
地
。

霞爵垂鑑
帝
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１
１３８
１
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■＝■戸一＝一＝一一一●色 ｡ ⑧●●唇画一■＝昏

南欧風の新大劇場

●
六
○
ｍ
ｍ
で
○
ｍ
『

★
「
月
刊
オ
ー
ル
関
西
』
念
押
啄
誌
）
が

８
脚
年
記
念
の
〃
京
都
・
大
阪
・
神
戸

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
画
ン
パ
ー
テ
ィ
〃
を

⑫
月
２
日
（
水
）
午
後
６
時
よ
り
、
大
阪

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
「
光
琳
の
間
」
で
開

催
い
た
し
ま
す
。
ゲ
ス
ト
シ
ン
ガ
ー
は

佐
川
満
男
と
中
村
泰
士
を
迎
え
、
楽
し

い
企
画
を
盛
り
こ
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

会
費
１
万
５
千
円
お
申
込
妬
（
頬
）
１
２

５
５

★
白
羽
弥
仁
監
督
の
『
シ
ー
ズ
・
レ
イ

ン
」
が
完
成
し
や
来
春
４
月
東
映
系
上

映
を
め
ざ
し
て
関
西
地
区
で
２
万
枚

（
１
枚
１
７
０
０
円
・
前
売
１
３
０
０

円
）
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
を
と
励
ま
す
会

が
誕
生
。
会
長
は
前
宮
崎
辰
雄
市
長
が

就
任
し
、
初
の
上
映
会
が
、
ア
サ
ヒ
シ
ネ

マ
で
仙
さ
れ
約
卸
名
が
集
い
ま
し
た
。

が円へ映ン★５
話､ - ' １を３－白５
の
チ
ケ

生
。
会

ツ

神
戸
ら
し
い
セ
ン
シ
ブ
ル
な
済
々
し
い

青
春
映
画
に
拍
手
が
辿
ら
れ
、
丁
１
‐
パ

ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ
ア
に
も
ぴ
っ
尤
胸
芋
と

の
声
も
高
く
、
束
蝋
で
も
上
と
の
評
判
。

チ
ケ
ッ
ト
は
理
月
末
に
出
米
上
る
の

で
、
今
、
発
起
人
期
人
に
各
々
加
堪
づ

つ
の
ご
紹
介
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

お
申
●
込
／
「
白
羽
聴
腫
隙
揺
を
励
ま
す

会
」
月
刊
神
戸
っ
子
編
撫
部
内
〒
卸
神

夏
叩
中
央
区
東
町
順
ノ
ー
大
神
ピ
ル
９

Ｆ
雷
叩
（
知
）
２
２
４
６
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
知
）
２

７
９
５

★
Ａ
Ｃ
Ｃ
（
生
濡
芸
術
院
ジ
ュ
リ
ー
ノ
）

〒
剛
芦
屋
市
上
宮
川
町
１
ノ
７
茸
０
７

９
７
（
詑
）
０
７
０
０
㈹
が
第
２
回
Ａ
Ｃ

Ｃ
女
性
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
側
皿
／
５

（
木
）
２
“
ｍ
Ｐ
Ｍ
歴
史
か
ら
見
る
女
性

の
未
来
／
山
口
光
朔
凹
皿
／
狸
（
木
）
２

“
叩
Ｐ
Ｍ
知
的
好
奇
心
の
す
す
め
／
三

辺
光
夫
③
皿
／
蛸
（
木
）
２
”
、
Ｐ
Ｍ
私

と
女
性
た
ち
／
大
島
渚
凹
皿
／
妬
２
“

ｍ
Ｐ
Ｍ
番
組
づ
く
り
で
学
ん
だ
こ
と
／

村
田
弘
道
／
受
講
料
１
回
１
，
５
０
０

円
４
回
５
，
０
０
０
円

★
皿
月
皿
日
（
土
）
正
后
よ
り
神
戸
ポ
ー

ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で
、
Ｋ
Ｋ
手
・
ド
リ
ン

ダ
三
浦
幸
術
社
長
の
長
男
・
滋
さ
ん
と

聖
子
さ
ん
が
ゴ
ー
ル
イ
ン
、
心
よ
り
お

祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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★' ９２Ｋｏｂｅｃｃｏｃｌｕｂｍｅｗｇ５９ ☆K o b e c c o c l u b 会員I 情報
壷醜者のためのコミュニケーションサロン

神戸っ子倶楽部新会員
継続会員ご案内

画神戸っ子倶楽部では、ただ今会員を藻梨して
います。会員の方には「月刊神戸弓子」を１年
分お届けします。また、神戸っ子倶楽錦の会報
として、「月刊神戸っ子」の誌而上に、「神戸っ
子倶楽部ニュース」を毎月掲戦、会員の動きな
ど椴々な情報を提供し叢す。さらに年２回、文
化性の高いイベント（コンサート、美術展、演
劇など）に特別割引または無料でご招待いたし
ます。年会費（入会金を含む）は１万円です。
神戸を愛する人たちのカルチャークラブ「神
戸っ子倶楽部｣ 。あなたもご入会になって豊か
な神戸っ子ライフをお楽しみになりませんか。
会員の方は拘効期限をお砿めのうえ、継続会
貝として年会費をお納めください．

口入会申込・お問合せは－
〒6 5 O 神戸市中央区
ＴＥＬ
ＦＡＸ

･ 0 7 8 - 3 3 1 -
東町1 1 3 - 1 大神ピル９Ｆ
2246

0 7 8 - 3 3 1 - 2 7 9 5

開
館
記
念
特
別
展
小
磯
良
平
の
世
界

□
Ⅱ
月
３
日
（
火
）
Ｉ
枢
月
偲
日
（
日
）

口
神
戸
市
立
小
磯
記
念
美
術
館

開
館
佃
時
ｌ
Ｗ
時
（
入
館
は
佃
時
釦
分
ま
で
）

入
館
料
一
般
￥
７
０
０
・
大
学
生
￥
６
０
０

高
校
生
￥
５
０
０
・
小
中
生
￥
２
５
０

シ
ル
バ
ー
￥
３
５
０
（
当
日
券
）

※
前
売
券
・
団
体
割
引
あ
り

毎
週
月
曜
日
休
館
（
何
月
鯛
日
は
開
館
）

皿
Ｅ
Ｌ
（
０
７
８
）
８
５
７
．
５
８
８
０

気
品
あ
ふ
れ
る
隠
や
か
な
画
風
が
人
々
に
親
し
ま

れ
て
い
る
小
磯
良
平
。
彼
の
没
後
、
・
ア
ト
リ
エ
に

造
さ
れ
て
い
た
作
品
や
蔵
書
等
を
展
示
し
た
「
小

磯
記
念
美
術
館
」
が
ｎ
月
３
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
会
員
の
５
組
加
名
様
に
、
御
招
待
券
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

｢ 洋和服の二人」1 9 3 3 年

佐
藤
梨
栄

マ
リ
ン
バ
・
リ
サ
イ
タ
ル

ｎ
月
肥
日
（
水
）
氾
時
／
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
中
ホ
ー
ル

カネボウルーティ映画試写会
｢ ベートーベン（お正月公開）一

とき１１月3 0 日〈月）１９時
ところ神戸国際会議場

慌
屑
快
な
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
物
語
。

( ポートアイランド）

この映画の招待券と力ネボウルーテ
ーとリンスのセット）を会員の方５
レゼント。締切は1 1 月2 6 日着。

この映 ィ〈シャ
組1 0 名様

ンプ
にプ
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そ
の
夜
は
予
感
が
あ
っ
た
の
だ
け
ど
１
．
七
年
ぶ
り
に
、
そ
う
、
タ
イ
ガ
ー
ス
の

優
勝
と
い
う
予
感
よ
り
強
く
、
あ
の
人
に
会
え
る
の
で
は
な
い
か
、
と
。

あ
の
人
に
会
っ
た
の
は
土
曜
日
だ
っ
た
。
だ
か
ら
た
だ
そ
れ
だ
け
の
デ
ー
タ
で
、

仁
志
に
買
っ
て
も
ら
う
入
場
券
を
土
曜
日
に
指
定
し
た
。
む
ろ
ん
彼
は
、

「
そ
ん
な
早
よ
決
ま
ら
へ
ん
で
。
今
年
の
タ
イ
ガ
ー
ス
は
劇
的
や
か
ら
、
絶
対
甲
子

園
で
二
勝
を
あ
げ
て
、
プ
レ
ー
・
オ
フ
に
持
っ
て
い
く
は
ず
や
」

虎
キ
チ
の
本
領
を
発
揮
し
て
か
ば
い
だ
て
た
。

七
年
前
、
あ
の
大
フ
ィ
ー
バ
ー
の
中
で
〃
あ
の
人
〃
と
か
わ
し
た
約
束
は
、
今
も
忘

れ
な
い
。
「
来
年
会
お
う
。
ま
た
タ
イ
ガ
ー
ス
が
優
勝
し
て
、
お
祭
り
騒
ぎ
に
な
っ
た

ら
、
こ
の
川
原
で
」
む
ろ
ん
、
再
び
の
夢
は
か
な
わ
ず
、
七
年
が
む
な
し
く
過
ぎ
た
。

あ
の
頃
私
は
そ
の
川
の
ほ
と
り
に
あ
る
大
学
の
寮
に
住
ん
で
い
た
。
パ
ニ
ッ
ク
状

態
の
電
車
の
駅
の
喧
騒
か
ら
は
じ
き
出
さ
れ
、
結
局
そ
の
夜
は
歩
い
て
帰
る
こ
と
に

な
っ
た
。
夜
も
遅
い
と
い
う
の
に
い
た
る
と
こ
ろ
で
お
祭
り
騒
ぎ
。
不
思
議
な
夜
だ

っ
た
。
ま
し
て
ご
近
所
で
あ
る
川
原
で
、
誰
か
が
灯
油
缶
で
焚
き
火
を
し
な
が
ら
六

甲
お
ろ
し
を
わ
め
き
た
て
て
い
る
の
を
発
見
し
た
時
は
冗
談
の
よ
う
な
気
が
し
た
。

立
ち
止
ま
っ
て
思
わ
ず
目
を
こ
ら
し
た
。
若
い
男
が
ワ
ン
カ
ッ
プ
を
手
に
浮
か
れ

て
い
た
。
ち
ゃ
ん
と
ス
ー
ツ
を
着
た
、
ま
と
も
な
恰
好
の
男
だ
っ
た
。
彼
は
土
手
を

．
シ
ョ
ー
ト
・
シ
ョ
ー
ト
（
８
）

星
く
ず
川
原
の
パ
ー
テ
ィ

140玉岡かおる
カット・灘本唯人
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通
り
か
か
っ
た
あ
た
し
の
前
後
を
行
く
人
々
に
、
手
を
挙
げ
て
呼
び
止
め
た
。

「
当
た
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。
祝
勝
会
で
す
」

そ
し
て
、
近
く
の
コ
ン
ビ
一
一
の
袋
に
入
っ
た
、
た
く
さ
ん
の
飲
み
物
を
掲
げ
て
み

せ
た
の
だ
。
あ
た
し
の
前
を
行
く
人
が
、
お
っ
、
い
い
で
す
な
、
と
即
座
に
応
じ
て

土
手
を
下
り
た
。
あ
た
し
の
後
ろ
の
人
も
、
や
り
ま
し
ょ
う
、
こ
の
ま
ま
家
に
帰
る

な
ん
て
も
っ
た
い
な
い
で
す
か
ら
な
、
と
、
後
に
続
い
た
。

「
ど
う
で
す
、
そ
こ
行
く
お
ね
え
さ
ん
も
」

あ
た
し
の
こ
と
だ
っ
た
。
コ
ー
ト
を
羽
織
っ
た
中
年
の
眼
鏡
お
じ
さ
ん
が
呼
ん
だ

の
だ
。
す
る
と
焚
き
火
男
が
言
っ
た
。

「
だ
め
だ
め
、
子
供
は
夜
更
か
し
し
ち
ゃ
。
早
く
帰
っ
て
、
虎
の
ぬ
い
ぐ
る
み
抱
い

て
寝
な
」

縞
の
帽
子
に
自
分
で
編
ん
だ
縞
の
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
。
黄
色
い
メ
ガ
ホ
ン
な
ん
か
首

に
下
げ
て
い
た
か
ら
、
き
っ
と
高
校
生
に
見
え
た
ん
だ
。

「
こ
れ
で
も
二
十
歳
で
す
」

本
当
は
二
カ
月
先
、
誕
生
日
が
き
た
ら
、
の
話
だ
っ
た
・
だ
が
あ
た
し
は
反
動
で
そ

う
言
う
と
、
土
手
を
下
り
て
い
た
。
寮
の
門
限
が
ち
ら
り
と
気
に
な
っ
た
が
、
タ
イ
ガ

ー
ス
の
優
勝
し
た
夜
に
、
ま
じ
め
に
帰
れ
と
い
う
ほ
う
が
無
理
難
題
と
い
う
も
の
だ
。

焚
き
火
の
周
り
に
は
そ
う
や
っ
て
十
人
ば
か
り
も
集
ま
っ
た
だ
ろ
う
か
。
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
風
あ
り
、
自
由
業
風
あ
り
、
近
所
で
商
店
経
営
と
い
う
人
も
い
た
、
そ
し
て

〃
あ
の
人
〃
は
、
そ
の
中
心
に
な
っ
て
笑
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
文
字
通
り
、
そ
の
日

そ
の
時
間
に
川
原
を
歩
い
て
い
た
と
い
う
だ
け
の
ア
ッ
ト
ラ
ン
ダ
ム
な
集
ま
り
だ
っ

た
。
た
だ
、
全
員
が
甲
子
園
で
タ
イ
ガ
ー
ス
の
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
勝
利
を
目
撃
し
て

き
た
フ
ァ
ン
で
あ
る
と
い
う
以
外
に
は
、
そ
う
や
っ
て
旧
知
の
仲
間
の
ご
と
く
和
気

あ
い
あ
い
と
焚
き
火
の
周
り
に
集
う
だ
け
の
共
通
点
は
何
も
な
か
っ
た
。

〃
あ
の
人
″
の
隣
で
、
カ
ン
チ
ュ
ー
ハ
イ
を
も
ら
っ
て
そ
の
日
の
試
合
の
話
を
し

た
。
あ
た
し
は
真
弓
の
大
フ
ァ
ン
で
、
手
製
の
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
の
背
中
に
も
名
前
と

背
番
号
を
編
み
込
ん
で
い
る
の
を
自
慢
し
た
ら
、
や
る
な
、
と
言
っ
て
ほ
め
て
く
れ

た
。
〃
あ
の
人
″
は
掛
布
が
好
き
で
、
最
下
位
だ
っ
た
年
に
は
頭
に
彼
の
背
番
号
の

剃
り
こ
み
を
入
れ
た
と
言
っ
て
い
た
。
や
る
じ
ゃ
ん
、
と
あ
た
し
も
返
し
た
。

家
族
や
友
人
か
ら
は
さ
ん
ざ
ん
に
狂
気
の
沙
汰
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
同

じ
意
識
の
人
間
に
は
褒
め
言
葉
以
外
に
は
な
ら
な
い
。
楽
し
か
っ
た
。
あ
ん
な
に
楽

１
４１
１
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し
ぃ
こ
と
を
体
験
し
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
。
満
月
が
空
に
高
か
っ
た
。
そ
し
て
星

が
一
杯
、
秋
の
冷
気
の
中
で
冴
え
て
い
て
、
ふ
だ
ん
気
に
も
と
め
な
か
っ
た
さ
さ
や

か
な
川
幅
い
つ
ぱ
い
に
、
そ
の
星
空
が
映
っ
て
い
た
。
す
る
と
そ
の
時
だ
っ
た
、

「
誰
や
、
こ
ん
な
と
こ
で
火
ィ
焚
い
と
る
ん
は
／
」

大
き
な
声
が
し
た
。

「
こ
ら
ア
カ
ン
、
お
ま
わ
り
や
」

誰
か
の
声
と
同
時
に
み
ん
な
が
い
っ
せ
い
に
駆
け
出
し
た
。
あ
た
し
も
そ
う
だ
っ

た
。
だ
が
、
カ
ン
チ
ュ
ー
ハ
イ
一
杯
で
、
情
け
な
い
こ
と
に
足
元
が
ふ
ら
つ
い
て
い

る
。
オ
ジ
サ
ン
達
が
す
で
に
後
ろ
姿
だ
け
を
見
せ
て
土
手
を
か
け
の
ぼ
っ
た
と
い
う

の
に
、
あ
た
し
は
石
こ
ろ
に
足
を
と
ら
れ
て
滑
っ
て
落
ち
た
。

「
こ
ら
あ
」

す
ぐ
背
後
に
警
官
の
足
音
が
あ
っ
た
。
そ
し
た
ら
〃
あ
の
人
″
が
か
け
下
り
て
き

「
何
し
と
る
ん
や
、
早
よ
ッ
！
あ
ん
た
未
成
年
や
ろ
」

あ
た
し
の
腕
を
掴
ん
で
抱
え
あ
げ
て
く
れ
た
。
、

こ
こ
で
つ
か
ま
っ
て
い
た
ら
か
な
り
う
る
さ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
思
う
。
あ

の
後
、
た
だ
の
門
限
破
り
と
し
て
一
週
間
ト
イ
レ
掃
除
だ
け
で
す
ん
だ
の
は
、
〃
あ

そ
の
お
礼
も
言
い
た
い
。
何
よ
り
、
あ
た
し
が
こ
う
し
て
社
会
人
に
な
っ
た
こ
と
、

お
酒
だ
っ
て
強
く
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
あ
の
不
思
議
な
川
原
の
パ
ー
テ
ィ
以
来
、

名
前
も
知
ら
な
い
〃
あ
の
人
″
に
恋
し
て
い
た
あ
た
し
に
、
こ
う
し
て
仁
志
と
い
う

生
身
の
恋
人
が
で
き
た
こ
と
。
そ
ん
な
こ
ん
な
を
、
ふ
た
た
び
の
お
祝
い
気
分
の
中

で
報
告
し
て
み
た
か
っ
た
。

星
が
出
た
。
月
も
出
た
。
七
年
た
っ
て
、
や
っ
と
チ
ャ
ン
ス
の
出
て
き
た
夜
。
だ

が
そ
の
夜
、
〃
あ
の
人
〃
が
好
き
だ
っ
た
掛
布
の
去
っ
た
タ
イ
ガ
ー
ス
に
、
幸
運
の

女
神
は
微
笑
ま
な
か
っ
た
。
「
ま
た
来
年
」
。
名
前
も
知
ら
な
い
〃
あ
の
人
〃
と
手
を

と
り
あ
っ
て
駆
け
た
夜
の
約
束
は
、
ま
た
実
ら
な
か
っ
た
。
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